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光害と夜空の明るさ

【光害】

必要以上の光による

公害の一種。

 生態系への影響

 生活リズムの変化

 星空の消失 etc.



全国での取り組み

40°

SQM (Sky Quality Meter)

夜空の明るさ全国マップ2014年版

（愛知県立一宮高校地学部）

等級で明るさを表示

[Mag/□“]



目的

マップに肉眼の夜空の明るさの値を反映させたい

条件によって、肉眼とSQMの値ではどのような差があるのかを調べる

肉眼とSQMの値の差は一定以内に収まる

動機

？
目的

結果



観測概要

期間：2014.06 ～ 2016.02

条件：月のない、快晴の日
埼玉県川越市

東京都西東京市

©NASA/JAXA



手法

10分間

夜空を眺め

見えた星を記録

最も暗い星を特定

等級を記録

Mag/□“に変換

SQMを天頂に向け

5回測定
中央値を利用
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結果① 肉眼値とSQM値の比較

 SQM値、肉眼値ともに±1.0 [Mag/□“]以内に収まる

 相関は低い

平均の差 : 0.01 差の標準偏差 : 0.39

相関係数 : 0.38

平均の差 : 0.07 差の標準偏差 : 0.62

相関係数 : 0.28
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液晶効果②

SQM 肉眼
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液晶効果①

SQM 肉眼

結果② 液晶の影響

液晶を見た後は、暗い星が見えづらくなる傾向 → 疲労の影響？

PC 約30分使用後
PC 約2時間30分使用後



まとめ

肉眼値とSQM値は±1.0 [Mag/□“] 以内で一致

個々の観測データにおける変化の相関は低い

人間による影響は大きい

液晶画面を見た後は暗い星が見えづらくなる傾向



問題点と課題

 人間の影響

 全ての要素は抽出できず

 迷光の影響

 データの不足

 都市部から離れた暗い場所での観測方法
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補足 Mag/□” ※Mag/arcsecとも

【等級 → Mag/□“ の変換公式】 http://unihedron.com/projects/darksky/NELM2BCalc.htmlを参照。

(Mag/□“) = 21.58 - 5 log(10^(1.586-(等級)/5)-1)

公式は Schaefer, B.E. Feb. 1990. Telescopic Limiting Magnitude. PASP 102:212-229に基づくもの。

4
0
°

1”×1”

=1/3600°×1/3600°
の面積

Magnitude : 等級

http://unihedron.com/projects/darksky/NELM2BCalc.html


補足 肉眼観測の星図

星図は「ステラナビゲータVer.9」の星図描画機能で製作。

観測には星のみが描かれた星図を使用。記録時に等級が書かれた星図も使用。



補足 SQMの信頼性

 一眼カメラを天頂に向けて撮影し、RAW画像を取得

 Makali’iで特定の恒星 (B-V:<0.5 Mag:4.0-5.0) を基準に夜空の明るさを相対測光

 SQM値と写真測光値の相関係数 : 0.91 >> SQMの信頼性が確認された
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SQM 写真

SQMの信頼性を確かめるため、写真測光も行った。



補足 液晶効果
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液晶・疲労効果 補足

SQM 肉眼

目の疲れを感じた時

約2時間PC使用後約1時間TV鑑賞後


